
 

『 教 員 組 織 ・ 職 員 組 織 』  

  

 ９  教 員 組 織 ・ 職 員 組 織  
 
（ ９ － １ ） 教 員 組 織  

基 準 ９ － １ － １  

 理 念 と 目 標 に 応 じ て 必 要 な 教 員 が 置 か れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - １ - １ - １ 】 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 専 任

教 員 （ 実 務 家 教 員 を 含 む ） の 数 及 び

構 成 が 恒 常 的 に 維 持 さ れ て い る こ と 。 

【 観 点  ９ - １ - １ - ２ 】 教 育 の 水 準 の 向 上 を よ り 一 層 図 る た

め に 専 任 教 員 数 （ 実 務 家 教 員 を 含 む ）

が 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 数

を 大 幅 に 超 え る よ う 努 め て い る こ と

（ 例 え ば ， １ 名 の 教 員 （ 助 手 等 を 含

む ） に 対 し て 学 生 数 が １ ０ 名 以 内 で

あ る こ と が 望 ま し い ）。  

【 観 点  ９ - １ - １ - ３ 】 観 点 ９ - １ - １ - ２ に お け る 専 任 教 員 は

教 授 ， 准 教 授 ， 講 師 ， 助 教 の 数 と 比

率 が 適 切 に 構 成 さ れ て い る こ と が 望

ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

 本 学 薬 学 部 （ 収 容 定 員 8 7 0 名 ： 6 年 制 ） に お け る 専 任 教 員 数

は 各 研 究 室 2 名 の 配 置 で 、 1 7 研 究 室 に 3 3 名 （ 教 授 1 7 名 、 准

教 授 1 名 、 講 師 4 名 、 助 教 1 1 名 ）、 そ の 他 、 薬 学 教 育 支 援 セ ン

タ ー 専 任 教 員 2 名 （ 講 師 1 名 、 助 教 1 名 ）、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー

教 員 1 2 名 （ 准 教 授 1 名 、 講 師 1 1 名 ）、 教 養 教 育 専 任 教 員 3 名

（ 教 授 1 名 、 准 教 授 2 名 ） の 合 計 5 0 名 を 配 置 維 持 し て い る  

（ 表 9 - 1 - 1 - 1 ）。  

 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 専 任 教 員 数 は 3 1 名 で あ る が 、

本 学 の 薬 学 部 教 員 数 は 5 0 名 で あ る 。ま た 薬 学 部 在 籍 学 生 は 5 9 5

名 （ 平 成 2 1 年 度 5 月 1 日 現 在 ） で あ り 、 教 員 １ 名 に 対 す る 学

生 数 は 約 1 2 名 で あ る （ 表 9 - 1 - 1 - 2 ）。  

専 任 教 員 の 職 位 比 率 は 教 授 3 6 ％（ 1 8 名 ）、准 教 授 8 ％（ 4 名 ）、

講 師 3 2 ％（ 1 6 名 ）及 び 助 教 2 4 ％（ 1 2 名 ）で あ る（ 表 9 - 1 - 1 - 1 ）。  
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研究室

薬学教育支援センター

臨床薬学センター

教養教育担当

　　計

  職位比率

講師 合計所属／職位 教授 准教授 助教

33
2

1
12

100%36% 32%8%

3
5016

11
1

12
24%

4
1
11

1

1

18
2
4

　(単位:名）

表9-1-1-1　薬学部専任教員配置及び職位比率表（平成21年5月1日現在）

17

 

 

表9-1-1-2　教員１名に対する学生数（平成21年5月1日現在）

教員１名に対する
学生数(B÷A)

武蔵野大学薬学部
在席学生数

(B)

大学設置基準上の

教員人数

(武蔵野大学薬学部

収容定員870名)

50 1259531

　(単位:名）

薬学部教員数(A)

武蔵野大学

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  専 任 教 員 数 は 常 に 5 0 名 前 後 で あ り 、教 員 構 成 も 維 持 さ れ て

い る 。  

 
2 .  5 0 名 の 専 任 教 員 数 は 、 設 置 基 準 上 の 人 数 （ 3 1 名 ） を 大 幅

に 上 回 っ て い る 。  

 
3 .  専 任 教 員 は 特 定 の 職 位 に 偏 る こ と な く 、 各 職 位 そ れ ぞ れ に

バ ラ ン ス よ く 適 正 に 配 置 し て い る 。  

 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － １ － ２  

 専 任 教 員 と し て ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し ， か つ ， そ

の 担 当 す る 専 門 分 野 に 関 す る 教 育 上 の 指 導 能 力 と 高 い 見 識 が

あ る と 認 め ら れ る 者 が 配 置 さ れ て い る こ と 。  

（ １ ） 専 門 分 野 に つ い て ， 教 育 上 及 び 研 究 上 の 優 れ た

実 績 を 有 す る 者  

 

（ ２ ） 専 門 分 野 に つ い て ， 優 れ た 知 識 ・ 経 験 及 び 高 度

の 技 術 ・ 技 能 を 有 す る 者  

［ 現 状 ］  

( 1 )  本 学 で は 、 高 度 薬 科 学 研 究 者 を 養 成 す る た め に 、 大 学 院 に

薬 科 学 研 究 科 （ 博 士 後 期 課 程 ） を 開 設 し て い る 。 全 て の 薬 学 部

教 授 （ 1 7 名 ） は 博 士 の 学 位 を 有 し 、 大 学 院 に お け る 各 薬 学 の 専

門 分 野 に て も 研 究 指 導 を 行 っ て い る 。 准 教 授 2 名 、 専 任 講 師 6

名 も 博 士 の 学 位 を 有 し 、 教 育 上 及 び 研 究 上 の 優 れ た 実 績 を 有 す

る 者 を 配 置 し て い る 。 ま た 、 臨 床 薬 学 従 事 者 の 養 成 と い う 立 場

か ら 、 医 学 博 士 4 名 を 含 ん で い る 。  

 

( 2 )  薬 の 専 門 家 と し て 患 者 の 薬 物 療 法 を 効 果 的 か つ 安 全 に 行 う

た め 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー を 設 置 し て お り 、 臨 床 経 験 豊 富 な 教 員

1 2 名 が 模 擬 保 険 薬 局 ・ 病 院 薬 局 等 の 充 実 し た 設 備 を 用 い て 、 事

前 実 務 実 習 か ら 実 務 実 習 に 至 る ま で の 実 践 的 な 臨 床 薬 学 教 育 を

行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

基 準 9 - 1 - 1 ( 1 ) 及 び 9 - 1 - 2 ( 2 ) に 相 当 す る 教 員 が 十 分 配 置 さ れ て

い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － １ － ３  

 

理 念 と 目 標 に 応 じ て 専 任 教 員 の 科 目 別 配 置 等 の バ ラ ン ス が 適

正 で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - １ 】 薬 学 に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 に つ い て ，

専 任 の 教 授 又 は 准 教 授 が 配 置 さ れ て い

る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ２ 】 教 員 の 授 業 担 当 時 間 数 は ， 適 正 な 範 囲 内

で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ３ 】 専 任 教 員 の 年 齢 構 成 に 著 し い 偏 り が な い

こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ４ 】 教 育 上 及 び 研 究 上 の 職 務 を 補 助 す る た め ，

必 要 な 資 質 及 び 能 力 を 有 す る 補 助 者 が 適

切 に 配 置 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

平 成 2 1 年 度 に お け る 本 学 薬 学 部 の 助 教 以 上 の 専 任 教 員 は 5 0

名 で 、 教 授 及 び 准 教 授 の う ち 、 専 門 科 目 で あ る 学 科 科 目 担 当 教

員 は 1 9 名 、 基 礎 教 育 の 共 通 科 目 担 当 教 員 は 3 名 の 合 計 2 2 名 で

あ る ( 表 9 - 1 - 3 - 1 ) 。   

6 年 制 の 学 生 が 卒 業 に 必 要 な 履 修 単 位 数 は 、 履 修 要 覧 に 示 さ

れ る と お り 、 必 修 科 目 2 1 0 単 位 、 選 択 科 目 1 7 単 位 の 合 計 2 2 7

単 位 で あ る 。必 修 科 目 2 1 0 単 位 の う ち 、共 通 科 目 に は 4 0 単 位 、

学 科 科 目 に は 1 7 0 単 位 が 配 置 さ れ て い る が 、 専 任 の 教 授 、 准 教

授 の 担 当 す る 単 位 数 は 1 7 7 単 位 ( 1 7 7 ／ 2 1 0 : 8 4 . 3 % ) で あ り 、 薬 学

に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 の 配 置 さ れ た 学 科 科 目 で は 、 専 任 の

教 授 、 准 教 授 の 担 当 す る 単 位 数 は 1 6 2 単 位 ( 1 6 2 ／ 1 7 0 : 9 5 . 3 % ) と

な っ て い る 。  

 本 学 薬 学 部 の 1 授 業 時 間 は 9 0 分 で 、 1 5 コ マ か ら な り 2 単 位

が 与 え ら れ る 。「 基 礎 科 目 実 習 」 は 毎 日 2 コ マ で 1 2 日 間 行 い 、

1 単 位 が 与 え ら れ る 。 教 授 、 准 教 授 の 年 間 担 当 の 授 業 科 目 数 は

1 か ら 4 科 目 と バ ラ ツ キ は あ る が 、 全 て の 科 目 の 講 義 は 1 回 限

り で 、 同 じ 講 義 を 2 度 や る こ と は な く 、「 基 礎 科 目 実 習 」 で は

学 生 を 半 数 に 分 け 、同 一 科 目 の 実 習 を 1 回 行 う 。こ の 他 に 教 授 、

准 教 授 は オ ム ニ バ ス 形 式 の 「 薬 学 総 合 演 習 1 ～ 3 」、 及 び 「 卒 業

研 究 」 へ の 対 応 が あ る 。  

 本 学 薬 学 部 の 専 任 教 員 の 構 成 年 齢 は 、 平 成 2 1 年 5 月 １ 日 現

在 で 、3 0 歳 ま で が 4 名 ( 8  % ) 、3 1 歳 か ら 4 0 歳 ま で が 1 3 名 ( 2 6  % ) 、
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4 1 歳 か ら 5 0 歳 ま で が 1 4 名 (  2 8  % ) 、 5 1 歳 か ら 6 0 歳 ま で が 1 2

名 ( 2 4  % ) 、6 1 歳 以 上 が 7 名 (  1 4  % ) と な っ て い る 。( 表 9 - 1 - 3 - 2 ) 。

平 均 年 齢 は 、教 授 が 5 4 . 8 歳 、准 教 授 が 4 6 . 8 歳 ，専 任 講 師 が 4 5 . 9

歳 、 助 教 が 3 4 . 2 歳 、 全 体 で 4 6 . 4 歳 と な っ て い る 。  

 教 育 に 係 る 支 援 ・ 補 完 体 制 と し て 、 語 学 や 体 育 実 技 を 含 む い

わ ゆ る 一 般 教 養 科 目 な ど 薬 学 専 門 分 野 以 外 の 科 目 に つ い て は 、

総 合 大 学 の 利 点 を 生 か し 本 学 他 学 部 の 先 生 方 に お 願 い す る 一 方 、

非 常 勤 講 師 に 委 嘱 し て い る 。 そ の 結 果 、 共 通 科 目 の 必 修 科 目 4 0

単 位 中 2 2 単 位 ( 5 5 % ) が 薬 学 部 専 任 教 員 以 外 の 担 当 で 高 率 に な っ

て い る が 、 薬 学 教 育 上 主 要 な 必 修 専 門 科 目 に お け る 薬 学 部 専 任

教 員 以 外 の 教 員 へ の 委 嘱 率 は 4 . 7 % ( 8 単 位 ／ 7 0 単 位 ) と 低 い ( 資

料 5 、 履 修 要 覧 6  頁 ) 。  

 ま た 、 研 究 を 支 援 す る ス タ ッ フ と し て 、 客 員 教 授 、 客 員 研 究

員 、 特 別 研 究 員 ( ポ ス ト ・ ド ク タ ー ) 及 び ア ル バ イ ト 研 究 員 か ら

な る が 、 原 則 と し て 客 員 教 授 と 客 員 研 究 員 は 無 給 で 研 究 に 従 事

し て も ら っ て い る ( 資 料 1 0 、 教 育 ・ 研 究 年 報 ) 。  

 

表9-1-3-1　平成21年度　専任教員授業科目担当表

　(単位:名)

区　分 教　授 准教授 合　計

共通科目担当 1 2 3
専門科目担当 17 2 19

計 18 4 22  
 

学部 職位
71才
以上

66～
70才

61～
65才

56～
60才

51～
55才

46～
50才

41～
45才

36～
40才

31～
35才

26～
30才 合計

平均年齢
(歳)

教授 3 3 2 3 5 2 18 54.8
准教授 1 1 2 4 46.8

専任講師 1 1 5 1 2 3 3 16 45.9
助教 1 3 4 4 12 3
計 3 4 3 9 8 6 6 7 4 50 46.4

    表9-1-3-2　専任教員年齢構成表（平成21年5月1日現在）

薬学部

　　　（単位:名）

4.2

 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の よ う に 、 薬 学 に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 に は 専 任 の

教 授 又 は 准 教 授 が 適 正 に 配 置 さ れ て い る 。 本 学 薬 学 部 教 員 の 大

学 設 置 基 準 上 の 基 準 数 は 3 1 名 で 、 配 置 数 は 助 教 以 上 5 0 名 で あ
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り 、 基 準 を 上 回 る ( 表 9 - 1 - 3 - 2 ) 。 特 に 、 実 務 実 習 の 必 修 、 長 期 化

に 伴 っ て 求 め ら れ る 教 員 は 、 1 1 名 の 実 務 家 教 員 を 含 む 1 3 名 を

配 置 し 、 病 院 薬 局 や 調 剤 薬 局 の 現 場 で 培 わ れ た 実 務 教 育 の 内 容

を 薬 学 教 育 の 中 に 反 映 さ せ て い る 。  

 
2 ． 本 学 薬 学 部 に お け る 1 学 年 の 学 生 数 は 1 5 0 名 前 後 で あ る 。

一 度 に 全 員 の 講 義 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 担 当 す る 授 業 科 目

数 の 最 も 多 い 教 員 で も 年 間 4 科 目 以 下 で 、 教 員 一 人 当 た り の 授

業 回 数 は 多 く な い ( 資 料 5 、 履 修 要 覧 6  頁 ) 。  

 
3 ． 本 学 薬 学 部 で は 教 員 の 定 年 は 原 則 と し て 6 5 歳 で 、 任 期 制 が

適 用 さ れ 5 年 間 の 期 限 付 任 用 (  再 任 可 ) で あ る 。 ま た 、 助 教 及 び

講 師 の 任 期 は 配 属 教 授 の 任 期 ま で と な っ て い る こ と か ら 人 事 の

停 滞 は 少 な い 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

  専 任 教 員 以 外 で の 教 育 ・ 研 究 支 援 体 制 の 充 実 の た め 、 平 成 2 1

年 度 か ら 開 設 さ れ た 大 学 院 の 学 生 や 卒 業 生 を 対 象 と し た テ ィ ー

チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト 制 度 を 設 け る こ と が 急 務 で あ る 。  
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基 準 ９ － １ － ４  

教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に 関 し ， 教 員 の 教 育 上 の 指 導 能 力 等 を

適 切 に 評 価 す る た め の 体 制 が 整 備 さ れ ， 機 能 し て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - １ - ４ - １ 】 教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に お い て は ， 研 究 業

績 の み に 偏 る こ と 無 く ， 教 育 上 の 指 導

能 力 等 が 十 分 に 反 映 さ れ た 選 考 が 実 施

さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 、 教 育 を 重 視 す る 大 学 で あ り 、 教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に

関 し て は 、 研 究 業 績 と と も に 教 育 上 の 指 導 能 力 に 重 き を 置 い た

評 価 を 行 っ て い る 。 最 近 3 年 間 で の 新 規 採 用 は 教 授 3 名 、 准 教

授 1 名 、 講 師 2 名 、 助 教 9 名 、 実 習 助 手 3 名 で あ り 、 昇 任 は 准

教 授 2 名 、 講 師 4 名 で あ る 。     

教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に つ い て は 、 武 蔵 野 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 研

究 所 教 員 資 格 審 査 委 員 会 内 規 で 採 用 時 及 び 昇 任 時 に お け る 基 準

点 を 定 め て い る 。 基 準 点 は 研 究 歴 ・ 業 績 点 及 び 教 育 点 で 構 成 さ

れ 、教 育 上 の 指 導 能 力 を 反 映 し た 基 準 に な っ て い る（ 表 9 - 1 - 4 - 1 、

表 9 - 1 - 4 - 2 ）。  

実 際 の 採 用 に 関 し て は 、 一 次 選 考 に お い て 上 記 の 基 準 点 に 照  

ら し 、 研 究 歴 ・ 業 績 と と も に 十 分 な 教 育 上 の 指 導 実 績 が あ る か

を 評 価 し 、 書 類 審 査 に よ り 選 考 す る 。 二 次 選 考 で は 学 長 及 び 学

院 長 、 学 内 理 事 を 含 め た 選 考 委 員 が 面 接 を 行 い 、 十 分 な 教 育 上

の 指 導 能 力 が あ る か を 確 認 ・ 評 価 し た う え で 選 考 し て い る 。  

昇 任 に 関 し て は 、 研 究 業 績 と と も に 教 育 上 の 指 導 能 力 に つ い  

て 、 学 部 長 が 学 科 長 と 協 議 し て 評 価 を 行 い 、 学 長 に 昇 任 の 推 薦

を し 、 昇 任 人 事 の 手 続 き を 行 っ て い る 。  

 

表 9 - 1 - 4 - 1   採 用 時 の 基 準 点 及 び 教 育 点 （ 通 算 期 間 ）  

・ 採 用 時 の 基 準 点  

採 用 職 位  教 育 歴  研 究 ・ 業 績  計  

教 授 （ 通 算 期 間 ）   3 5 点 ま で 7 0 点 以 上  8 0 点 以 上

准 教 授 （ 通 算 期 間 ）  1 5 点 ま で 4 5 点 以 上  5 0 点 以 上

専 任 講 師 （ 通 算 期 間 ） 5 点 ま で 2 3 点 以 上  2 5 点 以 上

助 教 （ 通 算 期 間 ）  6 点 以 上  6 点 以 上
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・ 採 用 時 の 教 育 点  

大 学 等 の 教 育 機 関  常 勤  2  点  

大 学 等 の 教 育 機 関  非 常 勤  1  点  

そ の 他 の 教 育 機 関  常 勤 ・ 非 常 勤  0 . 5 点  

 

表 9 - 1 - 4 - 2   昇 任 時 の 基 準 点 及 び 教 育 点  

・ 昇 任 時 の 基 準 点  

昇 任 職 位  教 育 歴  研 究 ・ 業 績  計  

教 授 （ 准 教 授 在 任 期 間 ） 1 2 点 ま で 1 5 点 以 上  2 0 点 以 上

准 教 授 （ 講 師 在 任 期 間 ） 5 点 ま で 7 . 5 点 以 上  1 0 点 以 上

専 任 講 師 （ 通 算 期 間 ）  3 点 ま で 6 点 以 上  6 点 以 上

 
・ 昇 任 時 の 教 育 点 （ 社 会 活 動 を 含 む ）  

教 学 管 理 職  2 点

委 員 会 委 員 長 （ 相 当 す る も の を 含 む ）  1 点

本 学 の 常 勤 教 員  1 点

委 員 会 委 員  （ 相 当 す る も の を 含 む ）  0 . 5 点

高 校 訪 問 等 進 学 説 明 会 の 担 当  0 . 5 点 ～ 1 点

資 格 取 得 講 座 の 担 当  0 . 5 点 ～ 1 点

ア ド バ イ ザ ー  0 . 5 点

基 準 超 過 授 業 （ １ コ マ に つ い て ）  0 . 5 点

学 会 理 事 等 （ １ 学 会 に つ い て ）  1 点

大 学 が 有 益 と 認 め ら れ た 社 会 活 動  0 . 5 点 ～ １ 点

 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

採 用 、 昇 任 と も に 上 述 の よ う に 、 教 員 の 教 育 上 の 指 導 能 力 等

を 適 切 に 評 価 す る 体 制 の も と に 、研 究 業 績 の み に 偏 る こ と 無 く 、

教 育 上 の 指 導 能 力 等 が 十 分 に 反 映 さ れ た 選 考 が 行 わ れ て い る 。  

 

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ９ － ２ ） 教 育 ・ 研 究 活 動  

基 準 ９ － ２ － １  

理 念 の 達 成 の 基 礎 と な る 教 育 活 動 が 行 わ れ て お り ， 医 療 及 び

薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 し て い る こ と 。  

 

【 観 点  ９ - ２ - １ - １ 】 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 す る た め ，

時 代 に 即 応 し た カ リ キ ュ ラ ム 変 更 を 速 や

か に 行 う こ と が で き る 体 制 が 整 備 さ れ ，機

能 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ２ 】時 代 に 即 応 し た 医

療 人 教 育 を 押 し 進 め る た め ， 教 員 の 資 質

向 上 を 図 っ て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ３ 】 教 員 の 資 質 向 上 を 目 指 し ， 各 教 員 が ， そ の

担 当 す る 分 野 に つ い て ，教 育 上 の 経 歴 や 経

験 ，理 論 と 実 務 を 架 橋 す る 薬 学 専 門 教 育 を

行 う た め に 必 要 な 高 度 の 教 育 上 の 指 導 能

力 を 有 す る こ と を 示 す 資 料（ 教 員 の 最 近 ５

年 間 に お け る 教 育 上 又 は 研 究 上 の 業 績 等 ）

が ，自 己 点 検 及 び 自 己 評 価 結 果 の 公 表 等 を

通 じ て 開 示 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ４ 】専 任 教 員 に つ い て は ，そ の 専 門 の 知 識 経 験

を 生 か し た 学 外 で の 公 的 活 動 や 社 会 的 貢

献 活 動 も 自 己 点 検 及 び 自 己 評 価 結 果 の 公

表 等 を 通 じ て 開 示 さ れ て い る こ と が 望 ま

し い 。  

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 4 月 に 開 設 さ れ た こ と か ら 、 カ リ キ

ュ ラ ム は 当 初 か ら 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 拠 し

た も の で あ り 、 社 会 の ニ ー ズ に 応 え る こ と の で き る 薬 剤 師 、 薬

学 研 究 者 の 育 成 を 目 指 し 、 知 識 教 育 に 加 え 技 能 教 育 、 態 度 教 育

を 組 み 込 ん だ カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で い る 。 こ れ ま で に 二 度 の 4

年 制 卒 業 生 を 世 に 送 り 出 し て い る が 、 こ の 間 も し ば し ば カ リ キ

ュ ラ ム の 変 更 を 行 っ て お り 、 そ の 変 更 体 制 は 整 備 さ れ 、 機 能 し

て い る 。 薬 学 部 教 務 運 営 委 員 会 で 検 討 ・ 作 成 さ れ た カ リ キ ュ ラ

ム 変 更 案 は 、教 授 会 の 承 認 を 得 た の ち 薬 学 部 運 営 会 議 ( 資 料 1 1 )

に 諮 ら れ 、 内 容 及 び 予 算 上 の 許 可 が 得 ら れ れ ば 次 年 度 の 履 修 要

覧 上 で 変 更 さ れ 、 年 度 初 頭 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 学 生 に 周 知

さ れ る 。  

時 代 に 即 応 し た 医 療 人 教 育 を 押 し 進 め る た め に 、 医 療 薬 学 系

担 当 教 員 は も と よ り 基 礎 教 育 を 担 当 す る 教 員 も 、 早 期 体 験 実 習

へ の 同 伴 、 実 務 実 習 先 へ の 訪 問 、 薬 学 教 育 改 革 大 学 人 会 議 ア ド
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バ ン ス ト ワ ー ク シ ョ ッ プ や O S C E 見 学 会 へ の 参 加 、 学 内 に お け

る O S C E 評 価 委 員 の 教 育 会 等 を と お し て 、 薬 学 教 育 6 年 制 導 入

の 趣 旨 に 基 づ く 教 員 の 資 質 向 上 を 図 っ て い る 。 ま た 、 本 学 で は

全 学 的 に フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ベ ロ ッ プ メ ン ト ( F D ) 研 修 や 各 科 目 の

学 生 に よ る 授 業 評 価 を 実 施 し 、 教 員 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 向 上 に

努 め て い る 。  

本 学 薬 学 部 ・ 薬 学 研 究 所 で は 、 学 部 開 設 以 来 、 毎 年 教 育 ・ 研

究 年 報 を 発 刊 し ( 資 料 1 0 ) 、 各 教 員 の 教 育 ・ 研 究 の 概 要 、 教 育 ・

研 究 の 自 己 点 検 ・ 評 価 、 学 術 論 文 ・ 総 説 ・ 著 書 ・ 学 会 発 表 リ ス

ト 、 研 究 助 成 金 等 の 獲 得 、 及 び 社 会 的 貢 献 活 動 な ど を ま と め 、

配 布 、 公 表 等 を 通 じ て 開 示 し て い る 。 ま た 、 薬 学 部 で は 専 任 教

員 は 任 期 制 が 適 用 さ れ 5 年 間 の 期 限 付 任 用 ( 再 任 可 ) で あ る が 、

再 任 を 受 け る た め の 条 件 と し て 直 近 5 年 間 の 教 育 ・ 研 究 業 績 が

重 要 な 評 価 対 象 の 一 つ と な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の 薬 学 部 運 営 会 議 は 、 学 院 長 、 学 長 を 始 め と す る 数 名

の 本 学 理 事 と 、 薬 学 部 長 、 薬 学 科 長 、 薬 学 研 究 所 長 、 臨 床 薬 学

セ ン タ ー 長 、 及 び 学 院 長 が 指 名 す る 職 員 で 構 成 さ れ 、 薬 学 部 に

関 わ る 重 要 事 項 を 審 議 ・ 決 定 す る 会 議 で あ る ( 資 料 1 1 ) 。 通 常 月

に 一 回 開 催 さ れ 、 教 授 会 か ら 上 程 さ れ る カ リ キ ュ ラ ム の 変 更 原

案 も こ こ で 速 や か に 審 議 ・ 決 定 さ れ る 。  

 
2 ． 本 学 に お い て は 、 薬 学 部 が 設 置 さ れ る 以 前 か ら 「 自 己 点 検 ・

評 価 委 員 会 」 を 設 置 し 、 そ の 自 己 点 検 の 一 環 と し て 学 生 に よ る

「 授 業 評 価 」 を 実 施 し て き た 。 薬 学 部 は こ の 全 学 的 な 取 り 組 み

の 中 で 、 開 設 当 初 か ら 教 育 ・ 研 究 の 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 学

生 に よ る「 授 業 評 価 」を 実 施 し て い る 。学 生 に よ る 授 業 評 価 の 、

特 に 自 由 記 述 に 示 さ れ た 学 生 の 要 望 を 集 約 し 担 当 教 員 に 示 し 、

担 当 教 員 は そ れ に 文 書 で 答 え る こ と で 、F D の 基 礎 的 な 資 料 と し

て の 活 用 が な さ れ て い る 。 な お 、 担 当 教 員 の 自 由 記 載 に 関 す る

回 答 は ま と め ら れ 開 示 さ れ て い る ( 資 料 1 2 ) こ と は 評 価 に 値 す

る 。 ま た 、 毎 年 数 回 の 全 学 的 な 学 内 F D 研 修 会 が 実 施 さ れ 、 専 任

教 員 の 出 席 が 義 務 づ け ら れ て い る 。 こ れ 等 は F D 研 修 報 告 書 ( 資

料 1 3 ) と し て ま と め ら れ 、 全 専 任 教 員 に 配 布 さ れ る 。  

 
3 ． 教 員 自 ら が 研 究 す る こ と に よ り 「 知 」 の 真 贋 を 見 極 め る 力
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を 養 う と と も に 、 創 成 さ れ た 「 知 」 を 学 生 に 伝 達 し よ う と い う

趣 旨 の も と に 設 立 さ れ た 薬 学 研 究 所 に お け る 研 究 成 果 は 、 毎 年

発 刊 さ れ る 研 究 年 報 や 平 成 2 1 年 5 月 に ま と め ら れ た ハ イ テ

ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 の 研 究 成 果 報 告 書 ( 資 料 1 4 )

で 広 く 開 示 さ れ て い る 。 薬 学 部 教 員 の 資 質 向 上 に は 研 究 は 必 須

の も の で あ り 、 本 学 薬 学 研 究 所 の 存 在 は 高 く 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

  特 に な し 。  
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基 準 ９ － ２ － ２  

 

教 育 の 目 的 を 達 成 す る た め の 基 礎 と な る 研 究 活 動 が 行 わ

れ ， 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 し て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - ２ - ２ - １ 】 教 員 の 研 究 活 動 が ， 最 近 ５ 年 間 に お

け る 研 究 上 の 業 績 等 で 示 さ れ て い る

こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - ２ - ２ 】 最 新 の 研 究 活 動 が 担 当 す る 教 育 内 容

に 反 映 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 平 成 1 5 年 4 月 、 薬 学 部 設 置 1 年 前 に 薬 学 研 究 所 を 設

置 し て い る 。 平 成 1 6 年 4 月 に 薬 学 部 が 開 設 さ れ た が 、 日 々 新

た な “ 知 ” が 付 け 加 わ る 薬 学 を 学 生 に 教 え る 教 員 は 、 そ の “ 知 ”

の 真 贋 を 自 ら 見 極 め て 取 り 入 れ る の で な け れ ば な ら ず 、 そ の た

め に は 教 員 自 ら が 研 究 者 と な り 、 研 究 所 で 実 験 し 新 し い “ 知 ”

を 生 産 す る こ と に よ り 、 そ の 真 贋 を 極 め る 心 技 を 磨 か ね ば な ら

な い と の 考 え を も と に 、 薬 学 部 教 員 が 薬 学 研 究 所 研 究 員 を 併 任

す る シ ス テ ム を 取 っ て い る 。 本 薬 学 研 究 所 は 3 部 門 か ら な り 、

そ れ ぞ れ 、「 超 微 量 分 析 研 究 部 門 」 は 生 体 成 分 、 環 境 物 質 、 医 薬

品 な ど の 超 微 量 分 析 法 の 研 究 、「 老 人 ・ 女 性 薬 学 研 究 部 門 」 は 老

人 や 女 性 に 関 す る 薬 物 の 体 内 動 態 の 研 究 、「 医 薬 品 開 発 研 究 部

門 」 は 医 薬 品 開 発 に 関 す る 新 し い ア プ ロ ー チ 法 の 研 究 を 行 っ て

い る 。 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 0 年 度 に 文 部 科 学 省 の 私 立 大 学 学

術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備

事 業 」 に 選 定 さ れ 、 約 5 億 5 千 万 円 の 予 算 を 獲 得 し 、 最 新 の 大

型 機 器 類 な ど を 有 す る 研 究 環 境 を 整 備 し た （ 場 所 の 大 き さ 、 機

器 に つ い て の 別 表 1 ハ イ テ ク 報 告 書 ）。採 択 さ れ た テ ー マ は 、「老

年 性 疾 患 に 関 す る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」で あ り 、

近 年 の 高 齢 化 社 会 と 共 に 増 加 す る 老 年 性 疾 患 の 分 子 基 盤 研 究 と

治 療 法 に 関 す る 研 究 を 推 進 し た 。 こ こ で 、 得 た 最 新 の 研 究 成 果

を 授 業 や 卒 業 研 究 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に 努 め て い る 。 ５

年 間 で 英 文 学 術 論 文 1 2 1 件 、学 会 報 告 3 1 6 件 の 成 果 を 挙 げ て い

る （ 資 料 1 0 教 育 研 究 年 報 ）。 研 究 所 構 成 員 と し て は 、 客 員 教 授

（ 9 4 名 ／ 5 年 間 ）、客 員 研 究 員 ( 1 0 7 名 ／ 5 年 間 ) 、特 別 研 究 員（ 2 1

名 ／ 5 年 間 ）及 び 他 大 学 院 か ら の 研 究 受 託 学 生（ 2 1 名 ／ 5 年 間 ）

を 受 け 入 れ て お り（ 別 表 3 や 薬 学 事 務 保 存 資 料 お よ び 年 報 参 照 ）、

活 発 な 外 部 と の 共 同 研 究 体 制 を 維 持 し て い る 。 ま た 他 の 競 争 的
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資 金 も 着 実 に 獲 得 し て い る （ 競 争 的 資 金  別 表 4 ）。 産 学 共 同 研

究 を 推 進 す る 方 向 性 を 持 ち 、 平 成 1 9 年 度 に は 特 定 寄 付 研 究 部

門（ 細 胞 情 報 可 視 化 ）を 新 た に 加 え 、研 究 の 推 進 を 図 っ て い る 。  

以 上 の 研 究 活 動 内 容 は 日 々 の 授 業 及 び 実 習 の 中 で 最 新 情 報 と

し て 触 れ る と と も に 、 卒 業 研 究 の テ ー マ と し て 学 生 指 導 に 反 映

し て い る 。 ま た 4 年 次 の 学 生 研 究 室 配 属 前 に は 、 各 研 究 室 の 研

究 業 績 発 表 会 に 学 生 を 出 席 さ せ 、 薬 学 研 究 に 対 す る 取 り 組 み を

周 知 さ せ る こ と を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 と し て 、 生 体 機 能 を 制

御 す る 薬 物 を 合 成 、 あ る い は 天 然 素 材 か ら 探 し 、 創 薬 研 究 に つ

な げ 発 展 さ せ る 統 合 型 研 究 を 目 指 す 「 老 年 性 疾 患 に 関 す る 研 究

プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 立 ち 上 げ た 。 5 年 を 終 了 し 、 ス タ ッ フ 間 の 協

力 体 制 も 整 っ て き て い る 。 3 回 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し 、

社 会 に も 成 果 を 公 表 す る こ と に 努 め た 。 さ ら に 、 こ れ ら 公 開 シ

ン ポ ジ ウ ム に は 学 部 学 生 も 参 加 さ せ 、 科 学 的 発 表 の あ り 方 、 ま

た 教 員 の 研 究 に 対 す る 姿 勢 を 学 ば せ る 場 と し て 活 用 し た 。 今 後

5 、 6 年 次 生 で 卒 業 研 究 を 開 始 す る 時 に 、 そ の 成 果 が 生 か さ れ る

と 考 え る 。毎 年 、教 育 研 究 年 報 を 発 行 し 、業 績 を 公 開 し て い る 。

ま た 、 自 己 評 価 委 員 会 を 立 ち 上 げ 自 己 評 価 を す る と と も に 、 研

究 所 運 営 委 員 会 を 組 織 し 、 共 同 研 究 施 設 の 維 持 ・ 利 用 の 推 進 を

図 っ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

「 老 年 性 疾 患 に 関 す る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」の

プ ロ ジ ェ ク ト に 次 ぐ 新 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 立 ち 上 げ を 計 画 し て

い る 。  
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基 準 ９ － ２ － ３  

  

 教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 を 行 う た め の 環 境 （ 設 備 ， 人 員 ， 資

金 等 ） が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  
薬 学 部 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の た め に 、 薬 学 部 棟 と し て 8 階 建 て

（ 地 下 1 階 を 含 む ） の 研 究 棟 を 整 備 し て い る （ 武 蔵 野 大 学 8 号

館 ）。 本 館 の 内 訳 は 各 階 が 約 1 2 0 0 ～ 1 5 0 0 m 2 の 面 積 を 持 ち 、 地

下 1 階 か ら 7 階 ま で に 分 か れ て い る 。 地 下 1 階 は 共 通 実 験 室 、

共 通 機 器 室 、 動 物 実 験 室 等 が 入 っ て お り 、 こ れ ら の 共 通 機 器 室

に は N M R ,  共 焦 点 レ ー ザ ー 顕 微 鏡 、無 菌 室 、フ ロ ー サ イ ト メ ー

タ ー 、 電 子 顕 微 鏡 、 培 養 室 等 が 設 置 さ れ て い る 。 １ 階 に は 模 擬

薬 局 、 模 擬 病 室 等 臨 床 実 習 を 行 う た め の 設 備 及 び R I 実 験 施 設 、

薬 学 事 務 室 が 備 え ら れ て い る 。 2 階 及 び 3 階 は 主 に 授 業 用 の 教

室 が 設 置 さ れ て お り 、 約 1 5 0 名 向 け に 授 業 を 行 え る 教 室 が 6 部

屋 、 さ ら に 5 0 ～ 8 0 名 用 の 教 室 が 5 部 屋 設 け ら れ て い る 。 こ れ

ら の 教 室 以 外 に 学 生 が 自 習 を 行 っ た り 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行

う こ と が で き る 学 生 ホ ー ル （ 1 7 2  m 2 ） が あ る 。 4 階 及 び 5 階 は

学 生 実 習 室 、 共 通 機 器 室 、 産 学 官 連 携 実 験 室 、 専 用 実 習 室 を 設

置 し て い る 。 学 生 実 習 用 に は 8 0 名 収 容 の 実 習 室 を 6 教 室 配 置

し て お り 、 教 室 内 に は ド ラ フ ト を は じ め と し た 実 習 設 備 が 用 意

さ れ 、 各 実 習 用 の 機 材 が 収 納 さ れ て い る 。 こ れ 以 外 に 薬 学 部 が

民 間 企 業 と 共 同 研 究 を 行 う こ と が で き る 産 学 官 連 携 実 験 室

（ 3 0 3  m 2 ） を 備 え て い る 。 6 階 及 び 7 階 は 研 究 室 及 び そ れ に 付

帯 す る 専 門 実 験 室 と な っ て お り 、 研 究 室 （ 2 3  m 2 ） が 1 8 室 、

専 門 実 験 室 （ 1 0 3  m 2 ） 1 6 室 を 備 え て い る 。  

上 記 の 設 備 の 管 理 及 び 教 育 、 研 究 の た め に 薬 学 部 の 専 任 教 員

と し て 教 授 1 8 名 、 准 教 授 4 名 、 講 師 1 6 名 、 助 教 1 2 名 の 計 5 0

名 が 在 職 し て い る 。さ ら に 実 習 助 手 と し て 2 名 が 加 わ っ て い る 。 

薬 学 部 全 体 と し て 2 1 年 度 は 約 1 2 億 3 0 0 万 円 の 予 算 を 計 上 し

て い る 。 本 予 算 は 臨 床 教 育 費 を 含 む 教 育 費 、 研 究 費 及 び 設 備 備

品 管 理 費 等 を 含 ん で い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

こ れ ら の 設 備 、 人 員 は 薬 学 部 に 必 要 な 教 育 研 究 活 動 を 行 う 上

で 、 必 要 条 件 を 満 た し て い る も の と 考 え る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － ２ － ４  

 

専 任 教 員 は ， 時 代 に 適 応 し た 教 育 及 び 研 究 能 力 の 維 持 ・ 向

上 に 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - ４ - １ 】 実 務 家 教 員 に つ い て は ， そ の 専 門 の

知 識 経 験 を 生 か し た 医 療 機 関 ・ 薬 局

に お け る 研 修 な ど を 通 し て 常 に 新 し

い 医 療 へ 対 応 す る た め に 自 己 研 鑽 を

し て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 実 務 家 教 員 1 1 名 の う ち み な し 専 任 教 員 は 5 名 で あ り 、

年 間 1 2 単 位 の 授 業 を 受 け 持 つ 一 方 で 、 病 院 あ る い は 保 険 薬 局

の 業 務 に 従 事 し て お り 、 常 に 新 し い 医 療 情 報 や 技 術 に 対 応 で き

る よ う 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。 ま た 、 他 の 実 務 家 教 員 も 週 1 回

程 度 の 病 院 業 務 あ る い は 薬 局 業 務 に 従 事 し 、 薬 剤 師 と し て の 実

務 能 力 を 維 持 す る と と も に 、 最 新 の 医 療 情 報 や 技 術 を 習 得 す る

よ う 努 め て い る 。 さ ら に 、 日 本 医 療 薬 学 会 の 認 定 薬 剤 師 及 び 指

導 薬 剤 師 、 各 種 学 会 認 定 の 専 門 薬 剤 師 、 薬 剤 師 研 修 セ ン タ ー の

研 修 認 定 薬 剤 師 の 認 定 を 受 け る よ う 、 定 期 的 に 学 術 大 会 や 勉 強

会 に 出 席 し 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  本 学 の 約 半 数 の 実 務 家 教 員 は 、病 院 あ る い は 保 険 薬 局 の 業 務

に 常 勤 も し く は 非 常 勤 と し て 従 事 し て お り 、 常 に 新 し い 医 療 情

報 や 技 術 に 対 応 で き る よ う 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 
2 .  実 務 家 教 員 は 、認 定 薬 剤 師 や 専 門 薬 剤 師 の 認 定 を 受 け る よ う 、

定 期 的 に 学 術 大 会 や 勉 強 会 に 出 席 し 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ９ － ３ ） 職 員 組 織  

基 準 ９ － ３ － １  

 

教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 の 実 施 を 支 援 す る た め の 事 務 体 制 を

有 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ３ - １ - １ 】 学 部 ・ 学 科 の 設 置 形 態 及 び 規 模 に 応

じ て ， 職 員 配 置 を 含 む 管 理 運 営 体 制

が 適 切 で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - ３ - １ － ２ 】 実 務 実 習 の 実 施 を 支 援 す る 事 務 体

制 ・ 組 織 が 整 備 さ れ ， 職 員 が 適 切 に

配 置 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

各 学 部 の 教 育 ・ 研 究 活 動 を 支 援 す る 事 務 組 織 は 、 直 接 間 接 に

支 援 し 管 轄 す る 組 織 と し て 、 学 事 部 、 学 生 支 援 部 、 入 試 セ ン タ

ー 事 務 部 の 3 つ の 部 を 設 置 し て い る 。 ま た 、 経 営 及 び 学 院 全 体

の 管 理 運 営 面 か ら 教 育 研 究 を 支 え る 組 織 と し て 、 総 務 部 、 総 合

企 画 部 の 2 つ の 部 を 設 置 し て い る ( 図 9 - 3 - 1 - 1 ) 。  

 

学術事業事務室
通信メディｱ授業事務室

総合企画課
広報課

社会連携センター
情報システムセンター事務室

教務課
学生課

国際交流課
ｷｬﾘｱ開発課

総務課

管財課

学事部 学生支援部 総務部

図書館事務課

 入試センター事務部

学事課
大学院学部事務室

薬学部事務室

総合企画部

事務局

人事課
経理課

 

図 9 - 3 - 1 - 1  武 蔵 野 大 学 事 務 組 織 図  

 

本 学 は 、 薬 学 部 、 看 護 学 部 、 文 学 部 、 政 治 経 済 学 部 、 人 間 関

係 学 部 、 環 境 学 部 の 6 学 部 と 、 大 学 院 に は 薬 科 学 研 究 科 、 人 間

社 会 ・ 文 化 研 究 科 の 2 つ の 研 究 科 を 設 置 し て い る が 、 事 務 体 制

と し て は 、 基 本 的 に は 単 一 事 務 局 制 度 を 採 用 し て い る 。 各 学 部

独 自 の 教 育 諸 活 動 や 運 営 事 務 に つ い て は 、 基 本 的 に は 大 学 院 学

部 事 務 室 が 所 掌 し て い る 。  

し か し な が ら 、 薬 学 部 に つ い て は そ の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 特 性

に 鑑 み 、 薬 学 部 事 務 室 を 設 置 し 、 専 任 事 務 職 員 4 名 、 派 遣 職 員

等 の 非 正 規 職 員 3 名 を 配 置 し て 運 営 に 当 た っ て い る 。 事 務 組 織
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規 程 で は 、 薬 学 部 事 務 室 の 教 育 支 援 に 関 し て 、 履 修 及 び 履 修 相

談 に 関 す る こ と 、 学 生 の 実 務 実 習 の 調 整 ・ 管 理 に 関 す る こ と と

規 定 し て い る 。 ま た 、 研 究 支 援 と し て は 、 予 算 及 び 研 究 費 に 関

す る こ と 、受 託 研 究 費 及 び 奨 学 寄 附 金 の 取 り 扱 い に 関 す る こ と 、

薬 学 研 究 所 及 び 臨 床 薬 学 セ ン タ ー に お け る 事 務 に 関 す る こ と 、

な ど を 規 定 し て い る 。  

さ ら に 、 教 員 人 事 手 続 き ･ 授 業 科 目 や 授 業 時 間 割 の 編 成 ･ 授 業

運 営 等 に 関 し て は 学 生 支 援 部 教 務 課 と 、 教 員 組 織 ･ 教 学 予 算 ･ 補

助 金 の 管 理 や 大 学 附 属 機 関 の 調 整 等 に 関 し て は 学 事 部 学 事 課 と 、

科 学 研 究 費 の 申 請 お よ び 執 行 に 関 し て は 学 事 部 学 長 室 な ど と そ

れ ぞ れ 連 携 を 図 り な が ら 、 業 務 を 遂 行 す る 体 制 を と っ て い る 。

ま た 、 学 生 の 就 職 支 援 に つ い て は 、 学 生 支 援 部 キ ャ リ ア 開 発 課

と 協 働 し て 支 援 し て い る 。  

実 務 実 習 の 実 施 に つ い て は 臨 床 薬 学 セ ン タ ー が 主 に そ の 任 を

負 っ て お り 、 1 1 名 の 実 務 家 教 員 を 含 む 1 3 名 の 教 員 が 担 当 し 、

薬 学 部 事 務 室 が 事 務 的 な 支 援 を 行 っ て い る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 学 部 新 設 、 学 科 改 編 等 こ こ 数 年 に わ た る 大 学 自 体 の 改 革 を

受 け て 、 事 務 組 織 に つ い て も 、 教 育 研 究 支 援 に 当 た る 業 務 分 担

の 適 正 化 、 業 務 推 進 の 効 率 化 等 を 目 指 し 改 革 を 続 け て 来 た 。 そ

の 結 果 が 、 薬 学 部 事 務 室 の 設 置 と 他 部 署 と の 連 携 体 制 の 構 築 で

あ り 、 妥 当 か つ 適 切 な 管 理 運 営 体 制 に 収 斂 し つ つ あ る と 評 価 で

き る 。  

 

2 ． 新 設 の 薬 学 部 は 、 文 系 を 主 体 と し て 来 た 本 学 の 歴 史 の 中 で

は 異 質 の 系 統 で あ り 、 研 究 態 様 、 授 業 形 態 、 学 生 の 進 路 等 々 従

来 と は 異 な る 展 開 と な っ て お り 、 柔 軟 な 思 考 で 、 今 ま で 以 上 に

実 態 に 即 応 で き る 体 制 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い が 、 そ の 促 進

に 関 わ る 人 材 は 十 分 と は い え な い 。 特 に 知 的 財 産 に 関 わ る 法 務

担 当 や 、 就 職 支 援 等 に 当 た る 専 門 性 を 有 す る 職 員 が 不 足 し て い

る と 言 わ ざ る を 得 な い の で 、 採 用 、 育 成 両 面 か ら の 人 材 確 保 に

力 を 入 れ る 必 要 が あ る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

実 態 に 即 し た 事 務 組 織 の 柔 軟 な 対 応 に つ い て は 、｢ 事 務 組 織 規

程 ｣ 附 則 に お い て 、 ｢ 事 務 組 織 に つ い て は 、 今 後 も 検 討 を 続 け る
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も の と す る 。｣ と い う 条 文 を 設 け 、状 況 の 変 化 に 迅 速 に 対 応 し 得

る 状 況 を 整 え て お り 、 こ れ に 基 づ き 、 こ こ 数 年 継 続 的 に 見 直 し

を 続 け て い る 。 特 に 、 平 成 2 4 年 度 に 東 京 都 江 東 区 の 有 明 地 区

に 新 キ ャ ン パ ス を 開 設 し 、 4 学 部 4 学 科 が 移 る こ と に な っ て い

る 。 薬 学 部 は 現 キ ャ ン パ ス の ま ま で 移 転 の 予 定 は な い が 、 事 務

組 織 自 体 大 幅 な 見 直 し が 必 要 で あ り 、そ の 中 で 教 育 ･ 研 究 の 質 的

向 上 を 図 る 組 織 を 現 在 検 討 し て い る と こ ろ で あ る 。  

知 的 財 産 権 等 へ の 対 応 に つ い て は 、 ｢ 知 的 財 産 権 取 扱 規 程 ｣ 等

に よ り 規 定 化 を 行 っ て お り 、 今 後 、 前 述 し た 研 修 等 を 通 じ て 教

職 員 の 理 解 を 更 に 深 め さ せ る と と も に 、 担 当 者 の 充 実 を は か る

こ と を 予 定 し て い る 。  
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（ ９ － ４ ） 教 育 の 評 価 ／ 教 職 員 の 研 修  

  

基 準 ９ － ４ － １  

 教 育 の 状 況 に 関 す る 点 検 ・ 評 価 及 び そ の 結 果 に 基 づ い た 改

善 ・ 向 上 を 図 る た め の 体 制 が 整 備 さ れ ， 機 能 し て い る こ と 。

 
【 観 点  ９ - ４ - １ - １ 】 教 育 内 容 及 び 方 法 ， 教 育 の 成 果 等 の

状 況 に つ い て ， 代 表 性 が あ る デ ー タ

や 根 拠 資 料 を 基 に し た 自 己 点 検 ・ 自

己 評 価 （ 現 状 や 問 題 点 の 把 握 ） が 行

わ れ ， そ の 結 果 に 基 づ い た 改 善 に 努

め て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ４ - １ - ２ 】 授 業 評 価 や 満 足 度 評 価 ， 学 習 環 境 評

価 な ど の 学 生 の 意 見 聴 取 が 行 わ れ ，

学 生 に よ る 評 価 結 果 が 教 育 の 状 況 に

関 す る 自 己 点 検 ・ 自 己 評 価 に 反 映 さ

れ る な ど ， 学 生 が 自 己 点 検 に 適 切 に

関 与 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ４ - １ - ３ 】 教 員 が ， 評 価 結 果 に 基 づ い て ， 授 業

内 容 ， 教 材 及 び 教 授 技 術 な ど の 継 続

的 改 善 に 努 め て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

教 育 課 程 の 改 善 に つ い て は 、 教 務 運 営 会 議 、 学 部 長 会 議 を 中

心 に 、 各 学 部 教 授 会 、 学 科 会 議 、 教 養 教 育 部 会 、 大 学 院 研 究 科

委 員 会 で 、 継 続 的 な 審 議 を 重 ね て い る 。  

各 授 業 に は 2 年 に 1 回 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト を 行 い 、 学 生 の 満

足 度 や 学 習 環 境 に つ い て 学 生 ア ン ケ ー ト を 取 り 評 点 化 し て い る 。

こ れ ら の ア ン ケ ー ト は す べ て 担 当 教 官 に 提 示 さ れ 、 担 当 教 官 は

学 生 か ら の 質 問 や コ メ ン ト に 解 答 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ ら

は 解 答 を 通 し て 授 業 内 容 の 改 善 へ と フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て い く

シ ス テ ム を と っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 教 育 内 容 に 関 し て は で き る 限 り の 情 報 を 客 観 的 な 記 述 や 数

値 に よ っ て 学 生 に 与 え て い る 。「 年 間 学 事 予 定 」「 授 業 期 間 」 も

明 示 さ れ て お り 、こ の 点 も 評 価 で き る 。「 年 次 別 履 修 科 目 の 上 限

と 進 級 ・ 卒 業 ・ 修 了 要 件 」 も 適 切 に 定 め ら れ た 上 で 、 適 用 さ れ

て お り 評 価 で き る 。更 に G P A に 基 づ く 学 習 指 導 も 行 わ れ て い る

点 も 評 価 で き る 。  

  
2 ． 授 業 評 価 に 関 し て は 学 生 ア ン ケ ー ト に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク
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が 機 能 し 、 学 生 の 希 望 に 沿 っ た 授 業 レ ベ ル や 内 容 へ と 変 換 さ れ

て い く シ ス テ ム が 円 滑 に 機 能 し て お り 、 学 生 が 学 習 環 境 の 自 己

点 検 に 適 切 に 関 与 し 、 教 員 が 授 業 内 容 や 教 材 ・ 教 授 技 術 等 の 継

続 的 改 善 に 努 め て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － ４ － ２  

 教 職 員 に 対 す る 研 修 （ フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン

ト 等 ） 及 び そ の 資 質 の 向 上 を 図 る た め の 取 組 が 適 切 に 行 わ

れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 に お い て は 、 平 成 4 年 に 大 学 学 則 を 改 正 し 、 自 己 点 検 ・

評 価 に 関 す る 規 程 を 制 定 し た 。こ れ に 基 づ き ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 委

員 会 ｣ を 設 置 し 、そ の 下 に 専 門 事 項 を 点 検 ・ 評 価 す る た め の 専 門

委 員 会 と し て 、 複 数 の 自 己 点 検 実 施 委 員 会 を 設 け て い る 。 そ の

自 己 点 検 の 一 環 と し て 、 平 成 1 0 年 に 最 初 の 学 生 に よ る ｢ 授 業 評

価 ｣ を 実 施 し 、そ れ と 不 可 分 な も の と し て F D の 取 り 組 み が 開 始

さ れ た 。 学 生 に よ る 授 業 評 価 の 、 特 に 自 由 記 述 に 示 さ れ た 学 生

の 要 望 を 集 約 し 、 担 当 教 員 に 示 す こ と に よ っ て 、 F D の 基 礎 的

な 資 料 と し て の 活 用 が な さ れ て き た 。こ の ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員

会 ｣ は 、 そ の 実 施 委 員 会 に よ っ て 、 平 成 6 年 3 月 、 平 成 7 年 4

月 、 平 成 8 年 1 0 月 、 平 成 1 0 年 3 月 、 平 成 1 5 年 6 月 と 5 回 に

わ た っ て 本 学 の 現 状 と 課 題 に 関 す る 報 告 書 を 発 行 し 、 学 内 教 職

員 、 全 国 の 大 学 に 配 布 す る こ と に よ り 公 表 し て き た 。  

平 成 2 1 年 度 に は 年 間 を 通 じ て 表 9 - 4 - 2 - 1 の よ う な F D の 講 演

会 が 行 わ れ 多 く の 教 員 が 参 加 し 、 講 演 者 と の 間 で 活 発 な 質 疑 応

答 が 行 わ れ た 。  

一 方 、 本 学 の 事 務 職 員 に 対 す る 研 修 ( ス タ ッ フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ

ン ト )（ S D ）と し て は 、事 務 部 門 が 独 自 に 取 り 組 ん で い る ｢ 人 事 ･

給 与 制 度 改 革 プ ロ ジ ェ ク ト ｣ を 基 盤 と し て 検 討 実 施 し て き た 。こ

の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 大 学 の 基 本 目 標 を ベ ー ス に 人 事 の 基 本 理 念

を 定 め 、 職 員 の 行 動 基 準 （ 人 格 を 磨 く 努 力 、 創 造 性 の 発 揮 に よ

る 業 務 改 善 、 自 ら 積 極 果 敢 に 行 動 ） を 設 定 し た し た も の で 、 平

成 1 6 年 4 月 か ら 取 り 組 ん で い る 。 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、

職 位 ･ 組 織 を 越 え る 委 員 に よ る チ ー ム を 構 成 し 、 新 人 事 ･ 給 与 制

度 の 検 討 を 行 っ た 。職 員 研 修 は 就 業 規 則 第 7 7 条 に 拠 る も の で 、

新 任 職 員 研 修 、 専 任 職 員 研 修 、 管 理 職 研 修 、 評 価 者 研 修 、 資 格

取 得 講 習 ( 研 修 ) 会 へ の 派 遣 等 の 各 種 研 修 を 適 宜 実 施 し 、 社 会 環

境 に つ い て の 現 状 を 適 切 に 認 識 さ せ る と と も に 、 私 学 職 員 と し

て の 意 識 並 び に 技 量 技 倆 を 高 め 、 組 織 の 活 性 化 を は か る べ く 努

力 し て き た 。  

さ ら に 、 平 成 2 0 年 1 2 月 2 4 日 付 中 央 教 育 審 議 会 答 申 ( 以 下 、
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中 教 審 答 申 ) を 踏 ま え て 、 2 1 年 度 か ら は さ ら な る 質 的 向 上 を 目

指 し た 職 能 開 発 の た め に 5 ヵ 年 の 中 期 研 修 計 画 を 策 定 し た 。 そ

の 主 な 内 容 は 、 ① 武 蔵 野 大 学 職 員 力 ( 職 能 ) の 明 確 化 、 ② 管 理 職

に よ る 一 般 職 員 の 職 能 開 発 プ ロ グ ラ ム （ O J T 、 O F F ・ J T 、 プ ロ

ジ ェ ク ト 型 業 務 ） 等 の 開 発 ・ 実 施 、 ③ 大 学 院 ・ 学 会 等 専 門 的 な

研 究 の 機 会 へ の 参 加 促 進 、 ④ 研 修 成 果 集 の 作 成 で あ る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

１ ．F D に 関 し て は 平 成 4 年 よ り ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 規 程 ｣ を 制 定 、

自 己 点 検 ・ 評 価 に つ い て の 委 員 会 を 設 置 し 、 授 業 評 価 や F D 研

修 を 実 施 し て き た こ と の 成 果 が 、 制 度 と し て も 、 ま た 教 員 の 意

識 に お い て も 定 着 し て お り 、 資 質 の 向 上 を 図 る た め の 取 り 組 み

が 適 切 に 行 わ れ て い る 。  

 
２ ． S D に 関 し て は 主 に 大 学 職 員 の 標 準 的 な 職 能 開 発 を 目 指 し

た 計 画 で あ り 、平 成 2 1 年 度 は 、5 ヵ 年 計 画 の 1 年 目 と し て 大 学 、

運 営 方 針 の 共 有 と 、 職 員 と し て の 意 識 の 向 上 を 高 め る こ と に 重

点 を 置 い て 実 施 し た 。 研 修 参 加 者 の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 当 初

の 目 的 を 概 ね 達 成 し た も の と 考 え て い る 。   

 
［ 改 善 計 画 ］  

学 生 に よ る 授 業 評 価 は 、 教 員 個 々 の F D の 基 礎 的 な 資 料 と し

て 役 立 っ て い る が 、 そ の 資 料 を 1 つ の 教 育 機 関 の 中 で 制 度 と し

て 活 用 す る 方 法 に つ い て は 、 教 員 の 十 分 な コ ン セ ン サ ス が 得 ら

れ る よ う 更 に 検 討 し て い く 予 定 で あ る 。  
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表 9 - 4 - 2 - 1  平 成 2 1 年 度  学 内 F D 研 修 会  

  
平成 21 年度 FD 研修 

－武蔵野ＢＡＳＩＳの構築に向けて－ 
 

１．11 月 2日(月)４限 

 ＜８号館８２０２教室＞ 

 「大学における外国語教育とは何か」 

 講師：古家 聡（本学教授） 

 

２．11 月 24日(火)2限 

 ＜８号館８３０３教室＞ 

 「なぜいま一般教養教育なのか」 

 講師：岩田 弘三（本学教授） 

 

３．２月９日（火）13:10～17：00 
 ＜５号館１階多目的ホール＞ 

 「キャリア教育の成果を「武蔵野学士力」へ」 

基調講演：今村 聡子 

（文部科学省高等教育局高等教育企画課高等教育政策室 室長補佐） 

 
事例研究：ファシリテーター 北森 義明（本学客員教授） 

代表発表 キャリアデザインノート研究会学内研究員 
 

パネルディスカッション 
パネリスト 上西 充子（法政大学キャリアデザイン学部准教授 ） 

洞口 光由（キャリア開発部長、人間関係学部准教授） 
河津 優司（前キャリア開発部長、環境学部教授） 
中村 孝文（前教務部長、政治経済学部教授） 

コーディネーター 
久富 健（教務部長、環境学部教授） 
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